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市
教
委「
プ
ラ
ン
」で
対
応

時
間
外
勤
務
の
上
限

　

毎
年
、
年
度
末

は
、
受
け
持
っ
た
子

ど
も
た
ち
と
笑
顔
で

次
の
学
年
へ
送
り
出

そ
う
と
思
っ
て
い
る

の
で
す
が
今
年
度

は
、
思
わ
ぬ
形
で
別

れ
が
や
っ
て
き
て
し

ま
い
ま
し
た
。
何
気

な
い
日
々
の
あ
り
が

た
さ
や
一
日
一
日
の

積
み
重
ね
の
大
切
さ

を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

ま
す
。

　

ま
た
、
先
の
見
え

な
い
不
安
と
新
指
導

要
領
の
実
施
、
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
と

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
シ

ー
ト
の
導
入
、
新
教

科
書
に
小
学
校
の
外

国
語
科
五
領
域
三
観

点
評
価
な
ど
、
今
以

上
に
忙
し
く
な
る
こ

と
が
目
に
見
え
る
不

安
。

　

嘆
い
て
も
仕
方
あ

り
ま
せ
ん
が
、
私
た

ち
の
仕
事
は
、
自
分

も
元
気
で
い
て
こ
そ

で
す
。
新
学
期
の
始

ま
り
を
健
康
的
に
始

め
た
い
で
す
ね
。
い

つ
も
の
学
校
生
活
が

一
日
も
早
く
戻
る
こ

と
を
心
か
ら
願
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
度

も
沢
山
の
学
習
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

４
月
18
日
は
し
ん
か

ん
フ
ェ
ス
タ
で
す
。

詳
し
く
決
ま
り
次
第

お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
楽
し
み
に
し
て
い

て
く
だ
さ
い
。

た
ん
ぽ
ぽ

　
　

 

だ
よ
り
４月

春
闘
要
求 

提
出
交
渉

�

―
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感
染
症
、災
害
対
応
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子
ど
も
の
権
利
・
Ｎ

Ｇ
Ｏ
大
阪
は
３
月
15

日
、
第
17
回
総
会
を
行

い
ま
し
た
。
大
谷
ち
ひ

ろ
事
務
局
長
は
１
月
開

催
の
「
子
ど
も
の
権
利

条
約
採
択
30
周
年
・
批

准
25
周
年
記
念
集
会
」

の
内
容
を
報
告
し
ま
し

た
。

　

競
争
社
会
と
「
あ
ま

り
に
競
争
的
な
」
教
育

の
も
と
で
、
遅
く
ま
で

の
塾
通
い
、「
正
解
探

し
」
と
な
っ
て
い
る
授

業
、「
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
」
の
押
し
つ
け
で
思

考
停
止
と
な
っ
て
い
る

実
態
。
競
争
社
会
が
子

ど
も
た
ち
に
発
達
に
ど

う
影
響
し
て
い
る
か
科

学
的
検
証
が
行
わ
れ
、

自
律
神
経
機
能
の
不
調

に
よ
る
子
ど
も
の
か
ら

だ
の
お
か
し
さ
、
前
頭

葉
の
未
発
達
に
よ
る
心

の
お
か
し
さ
も
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。

　

府
立
学
校
教
職
員
組

合
の
西
面
さ
ん
は
、「
設

置
基
準
」
が
な
い
た
め

に
、
学
校
・
学
級
の
設

置
不
足
、
普
通
教
室
を

区
切
っ
て
の
使
用
や
特

別
教
室
の
転
用
な
ど
、

「
劣
悪
な
教
育
条
件
」

に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
、
差
別
的
と
も
い
え

る
教
育
行
政
の
問
題
を

指
摘
し
ま
し
た
。
子
ど

も
の
権
利
条
約
29
条
、

「
児
童
の
人
格
、才
能
、

並
び
に
精
神
的
及
び
身

体
的
な
能
力
を
そ
の
可

能
な
最
大
限
度
ま
で
発

達
さ
せ
る
こ
と
」
が
実

現
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

佛
教
大
学
非
常
勤
講

師
の
北
川
さ
ん
は
、
児

童
虐
待
相
談
件
数
が
増

え
続
け
、児
童
福
祉
士
、

児
童
心
理
士
が
足
り
な

い
こ
と
を
指
摘
し
、
児

童
虐
待
対
策
の
柱
と
し

て
、
相
談
部
門
の
職
員

配
置
の
強
化
と
、
一
時

保
護
所
の
体
制
強
化

（
設
置
数
、
職
員
配
置

等
）
と
勤
務
年
数
３
年

ま
で
で
５
割
近
く
と
な

っ
て
い
る
も
と
で
専
門

研
修
の
充
実
を
国
、
大

阪
府
に
求
め
ま
し
た
。

　

大
阪
市
教
の
三
木
さ

ん
は
、
12
時
間
勤
務
、

月
に
校
内
研
修
２
回
、

出
張
研
修
１
回
、「
新

任
指
導
」
で
、
長
時
間

労
働
と
過
度
の
ス
ト
レ

ス
で
の
睡
眠
不
足
が
原

因
の
「
う
つ
病
」
と
診

断
さ
れ
、
休
職
し
た
青

年
の
例
を
紹
介
。
学
習

指
導
要
領
改
訂
に
よ
る

学
習
内
容
増
、
学
力
テ

　

第
３
回
教
育
委
員
会

が
２
月
25
日
に
開
か
れ

「
給
特
法
の
改
正
を
踏

ま
え
た
対
応
に
つ
い

て
」
を
協
議
題
と
し
、

１
年
単
位
の
変
形
労
働

時
間
制
の
適
用
を
可
能

と
す
る
給
特
法
（
公
立

の
義
務
教
育
諸
学
校
等

の
教
育
職
員
の
給
与
等

に
関
す
る
特
別
措
置

法
）
が
改
正
さ
れ
た
も

と
で
大
阪
市
の
対
応
を

示
し
ま
し
た
。

　

「
教
育
職
員
の
業
務

量
の
適
切
な
管
理
等
に

関
す
る
指
針
」
に
つ
い

て
、
大
阪
市
は
昨
年
12

月
に
策
定
し
た
「
学
校

園
に
お
け
る
働
き
方
改

革
推
進
プ
ラ
ン
」で
、時

間
外
勤
務
時
間
の
上
限

の
基
準
を
す
で
に
、
月

45
時
間
以
内
・
年
間
３

６
０
時
間
以
内
と
し
て

お
り
、
上
限
方
針
の
実

効
性
を
高
め
る
た
め
の

条
例
改
正
を
行
う
必
要

は
な
い
と
し
ま
し
た
。

プ
ラ
ン
で
定
め
た
基
準

を
も
と
に
教
育
委
員
会

規
則
で
規
定
し
ま
す
。

　

変
形
労
働
時
間
制

（
２
０
２
１
年
４
月
施

行
）
に
つ
い
て
は
、

「
本
市
に
お
け
る
時
間

外
勤
務
時
間
の
状
況
や

学
校
現
場
の
実
態
の
ほ

か
、
国
や
他
都
市
の
動

向
な
ど
を
踏
ま
え
、
今

後
検
討
す
る
。」
と
し

ま
し
た
。

　

大
教
組
は
、「
あ
か

ん
！
い
ら
ん
」
署
名
を

８
千
筆
集
約
し
提
出
し

ま
す
。

　

市
労
組
連
は
３
月
17

日
、「
市
労
組
連
春
闘
要

求
書
」
の
提
出
交
渉
を

行
い
ま
し
た
。
定
員
、

人
事
評
価
、
賃
金
、
勤

務
時
間
、
休
暇
等
労
働

条
件
に
か
か
わ
る
79
項

目
。
２
０
１
９
年
度
賃

金
確
定
市
労
組
連
要
求

に
対
す
る
最
終
回
答
の

到
達
点
を
踏
ま
え
提
出

し
た
も
の
で
す
。
教
員

の
勤
務
時
間
、「
相
対
評

価
」、会
計
年
度
任
用
職

員
、
妊
娠
障
害
休
暇
な

ど
母
性
保
護
、賃
金
、感

染
症
に
関
わ
る
休
暇
、

病
気
休
暇
、
災
害
時
の

出
退
勤
時
等
の
特
別
休

暇
、次
世
代
育
成
支
援
、

定
年
延
長
・
再
任
用
、臨

時
・
非
常
勤
職
員
の
正

規
職
員
と
の
均
等
待
遇

等
、
切
実
な
要
求
実
現

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
２
０
２
０
年
度

市
人
事
委
員
会
勧
告

（
報
告
）
の
作
業
な
ど

に
関
す
る
要
請
書
提
出

（
４
月
）、 

夏
季
一
時

金
申
し
入
れ
、 

人
事
院

勧
告
に
対
す
る
取
り
組

み
、
大
阪
市
人
事
委
員

会
の
勧
告
に
関
す
る
要

請
書
提
出
（
９
月
）、

年
末
手
当
申
し
入
れ

（
10
月
）、 

２
０
２
０

年
度
賃
金
確
定
市
労
組

ス
ト
体
制
の
も
と
で

「
子
ど
も
の
権
利
」
を

守
る
た
め
に
は
、
教
員

の
労
働
時
間
短
縮
、
１

ク
ラ
ス
当
た
り
の
人
数

を
減
ら
し
、
子
ど
も
に

も
先
生
に
も
、
時
間
と

心
に
「
ゆ
と
り
あ
る
学

校
」
づ
く
り
が
必
要
だ

と
述
べ
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
部
の
要
求
に

市
教
委
は
、「
育
児
短

時
間
勤
務
は
主
任
で
も

増
え
て
い
る
。
常
勤
講

師
を
配
置
し
て
い
る
」

と
答
え
ま
し
た
。

　

栄
養
教
職
員
部
は
、

中
学
校
の
食
器
改
善
、

栄
養
教
諭
の
適
正
配
置

を
求
め
ま
し
た
。

　

障
害
児
教
育
部
は
、

妊
娠
負
担
軽
減
や
会
計

年
度
任
用
職
員
の
問
題

を
指
摘
し
ま
し
た
。

　

事
務
職
員
部
は
給
食

事
務
が
他
都
市
に
比
べ

煩
雑
で
あ
る
こ
と
、
月

額
臨
任
は
実
現
し
た

が
、
欠
員
は
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
厳
し
く
追

及
し
ま
し
た
。

　

臨
時
教
職
員
部
は
講

師
の
給
与
処
遇
改
善
が

あ
っ
た
が
、
給
料
表
２

級
適
用
を
強
く
要
求
し

ま
し
た
。

連
要
求
提
出
（
10
月
）

を
進
め
ま
す
。
市
労
組

連
闘
争
の
な
か
で
、
学

校
園
勤
務
職
員
の
課
題

に
つ
い
て
、
市
教
協

（
大
阪
市
教
職
員
組
合

協
議
会
）
交
渉
を
行
い

ま
す
。

の
に
６
年
か
か
り
ま
し

た
。
仕
事
を
辞
め
ず
に

治
療
に
専
念
で
き
る
休

暇
制
度
を
求
め
ま
す
。

４
月
か
ら
休
暇
制
度
が

始
ま
り
ま
す
が
５
日
で

は
足
り
ま
せ
ん
。
診
断

書
で
は
な
く
「
不
妊
治

療
連
絡
カ
ー
ド
」
を
可

と
す
る
こ
と
を
要
求
し

ま
し
た
。

　

市
教
委
は
「
カ
ー
ド

で
可
。
５
日
間
で
ス
タ

ー
ト
し
日
数
に
つ
い
て

は
市
全
体
の
状
況
を
見

て
協
議
」
と
答
え
ま
し

た
。
セ
ク
ハ
ラ
・
マ
タ

ハ
ラ
に
つ
い
て
も
指
摘

し
、
講
師
配
置
の
問
題

が
原
因
と
な
っ
て
い
る

と
主
張
し
ま
し
た
。
支

部
代
表
は
勤
務
時
間
の

上
限
が
守
ら
れ
て
い
な

い
、
仕
事
の
量
を
減
ら

す
こ
と
を
要
求
し
ま
し

た
。

　

青
年
部
は
青
年
の
大

　

大
阪
市
教
は
３
月
23

日
、
24
日
、
労
働
条
件

・
専
門
部
交
渉
を
行
い

ま
し
た
。

　

女
性
部
は
不
妊
・
不

育
治
療
経
験
者
が
発

言
。
顕
微
授
精
、
移
植

手
術
の
サ
イ
ク
ル
で
50

万
円
（
大
阪
市
の
特
定

不
妊
治
療
費
助
成
15
万

円
、
所
得
制
限
、
回
数

制
限
あ
り
）。
妊
娠
し

た
が
３
度
流
産
し
不
育

症
が
疑
わ
れ
神
戸
大
学

付
属
病
院
に
入
院
。
通

院
で
き
る
職
場
環
境
も

必
要
。
わ
が
子
を
抱
く

変
な
労
働
実
態
を
強
調

し
ま
し
た
。
人
事
評
価

の
苦
情
を
出
し
た
が
、

何
一
つ
聞
い
て
も
ら
え

な
か
っ
た
、
パ
ワ
ハ
ラ

窓
口
は
機
能
し
て
い
な

い
、
普
通
に
妊
娠
・
出

産
で
き
な
い
、
研
修
が

増
え
て
い
る
、
昨
年
も

今
年
も
他
府
県
に
２
人

逃
げ
た
、
な
ど
の
声
が

あ
る
と
指
摘
。

　

養
護
教
職
員
部
は
宿

泊
行
事
で
夜
中
の
病
院

付
添
に
夜
間
勤
務
手
当

が
支
給
さ
れ
な
い
不
当

性
を
追
及
し
ま
し
た
。

絵本
作家岡田よしたかさん
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子どもの権利NGO学習会
大阪の子どもの状況は

市労組連

労働条件
回答交渉

不
妊
治
療
経
験
者
が
発
言

�

厳
し
い
労
働
実
態
改
善 

追
及


